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	１月の道本部統一「2011当初予算闘争」を前に「新年度予算」に係る町職独自の要求書を13日に提出し労使協議の上、17日の予算入力期限に間に合うよう取り進めます。

届けられているアンケートをみると職場環境では、「補助暖房機の増」「夏場の網戸の取り付け」、業務に係る物品では、「電卓の

今日中に支会長へ提出願います



	
	
	支給」「ＰＣのスペック向上」、「ロビーに町民用のコピー機を設置」、そして「長期の臨時職員の給与引き上げ」など様々な要求や意見が記入されています。





























































































































































働けど年収は１００万円台


「官がつくる貧困」（12月6日付『北海道新聞』12面）という連載（全４回）が今日からはじまった。


自治体職場で働く、いわゆる非正規労働者の「プア」状態を取り上げ、第１回では、改善に取り組む自治体の取り組みも紹介されている。


もちろん、法の谷間に置かれ、グレーゾーンのまま働かされている嘱託・臨時・パート職員を自治労は放っておいたわけではない。しかし、賃金や労働条件の改善が簡単ではないことも事実であり、組織化の歩みも一歩ずつだ。


どのようなシリーズになるかは未知数だが、同じ職場で働く仲間の実像が労働組合や職場のみにとどまることなく、市民に認識されれば次への展開につながるのかもしれない。


2010年12月6日





【道本部ＨＰより 組織拡大オルグ吉田雅人】





裏面に12月6日の「道新」記事を掲載




































































車検のときも新車を購入するときもご連絡ください。





※自賠責満了前に現在の保険会社から全労済への切り替えはできません。





別紙「自賠責共済予約票」にご記入の上、担当者へご持参を。


余裕をもって少なくても３週間前に！


【担当：書記長の山田】





























津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


